
事業所名

開催日時 令和8年1月20日(火)

開催場所

構成員 人数
事業所職員 3 名
入居者 1 名
入居者ご家族 名
地域の関係者 1 名
福祉に知見を有する方 1 名
経営に知見を有する方 名
市町村担当職員 名

議題

市内障がい者施設管理者

(1)施設⾧挨拶

(2)地域連携推進会議の目的と内容説明（施設⾧）

(3)出席者の紹介

(4)能力開発センターの概要等説明（サービス管理責任者、理学療法士）

(5)施設内見学・炊出し訓練見学（施設⾧、栄養士）

(6)意見交換・今後の方針について

(7)その他

協議内容・

意見等

(1)、(3) 省略

(2)地域連携推進会議の目的と内容説明

・会議の目的 今後の支援や運営に活かし、地域と連携しながらより良い支援を行うことを目

的として開催。

・会議の内容 施設の取り組み等報告、施設見学、構成員による意見交換会、今後の方針につ

いて話合う。

(4)能力開発センターの概要等説明

サービス管理責任者

・施設概要について資料で説明。

理学療法士

・事業内容等について資料とパワーポイントを使って説明。

・利用者が作成した能力開発センター利用についての動画を鑑賞。（作成者の許可済み）

(5)施設見学・炊出し訓練見学

 サビ管対応：事務棟、理学療法士対応：生活棟、施設⾧・栄養士対応：炊出し訓練

○見学後の感想

・近くの施設は利用しているが、隣りに障害者施設があるとは知らなかった。

・地域で生活している障害者が利用できるように、民生委員などと連携してはどうか。

・施設に以前来たことがあるが、居室は個室化されるなど、変化を感じた。

・熊本地震の時に、福祉避難所だったことは知らなかった。

令和７年度 地域連携推進会議 議事録

熊本県身体障害者能力開発センター

10：00～

熊本県身体障害者能力開発センター 会議室

出席者

備考
管理者、サービス管理責任者、理学療法士、栄養士

体調不良のため欠席
自治会⾧



協議内容・

意見等

(6)意見交換会・今後の方針について

【意見交換会】

質問１：利用の条件、区分など、具体的にどのような人が利用できるのか知りたい。

回答１：１８～65歳で身障・知的・精神手帳所持、難病の方対象。区分1～6まであり、機能

訓練は区分に関係なく利用可。生活介護は入所や通所、年齢等により利用できる区分が異なり

ます。

質問２：入所施設に対して地域からの苦情みたいなものはないですか？

回答２：地域の人からの苦情は入所者に関してはありません。利用者は近隣の店に買い物に行

き、バスで出かけたりしています。

質問３：利用者さんは外出の制限とかはなんいでしょうか。

回答３：外食が伴う外出は事前に届を出しますが、近所への買い物は外出簿に記入するだけで

す。

質問４：これまで施設が行っている地域との連携や貢献にはどんなものがありますか？

回答４：会議室の無料開放や施設裏の私道は地域の生活道路として使用されているので、街路

灯の設置等を行っています。

質問５：災害の場合は避難所に加えて備蓄品は備えているのでしょうか？

回答５：備蓄は３日分準備していまして、栄養士が管理しています。

質問６：地域防災として福祉避難所の利用は、どのようにすればよいですか？

回答６：福祉避難所は熊本市から指定を受けて運営しており、避難を希望する方は熊本市へ避

難希望のエントリーシートを提出してからの使用であったように記憶しています。

【今後の方針等】

・地域にある身近な施設ではあるが、何をしているのか知らなかった。という意見があり、地

域の理解を深めてもらうため、施設の取り組みを継続的に発信します。

・会議で出た意見については、次回会議までに調査を行い回答します。




